


記入時の注意事項

返還誓約書はお金を借りるための重要な書類です！！

そのため、記入方法にはルールがあります！！

記入を間違えてしまうと、間違えた分だけ訂正が必要と
なり、何度も手続きをすることになってしまいます

1度で手続きが終わるように、案内をよく確認して、
手続きを完了しましょう



【提出期限】

手続き案内用紙に記載されています

※不備なく提出する期限です！！！
締切日に初めて提出しないでください！！！

※締切日直前や当日に提出された方は、確認に1週間以上かかる
場合があり、不備訂正までの時間が短く、奨学金が「停止」に
なる可能性があります
特別な理由がない限り、期限直前には提出しないでください

※不備訂正が間に合わないと最終的に「採用取消」になります



記入時のルール

①黒色か青色のボールペンで丁寧に記入すること
※フリクションや鉛筆等で記入した場合、すべてやりなおし

②同一筆跡禁止！！！各欄は各自で記入すること
※一人ですべて記入した場合、すべてやりなおし

③【人的保証】の方は印鑑登録証明書と同じ印鑑を
丁寧に押印すること
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※別の用紙で練習してから
押印するようにしてください



訂正時のルールについて

奨学生のしおり（ダイジェスト版）
P11・12もあわせて確認してください

禁止事項

訂正が必要な場合、訂正のルールが決められています
ルール通りに訂正できていない場合は不備となりますので
よく確認し、訂正してください

①修正テープ・修正ペンの使用禁止
②「なぞり書き」禁止

奨学 太郎
例：記入の途中でインクが出ず、上からなぞった

短くなってしまった字を途中からなぞって書き足した など、すべて禁止です



訂正時のルール①

①訂正箇所を含めて該当箇所をすべて二重線で消してください

①-1【人的保証】の場合
二重線の上に重なるように印鑑登録証明書と同じ印鑑を押してください
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一部しか二重線を引いていないので不備

二重線と印鑑が重なっていないので不備

奨
学

二重線と重なっているが
印鑑同士も重なっているので不備

奨
学

二重線と重なっていれば
印鑑は1つでもOK
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奨学 二郎



訂正時のルール②

②正しい内容を省略せずに丁寧に記入してください

③「返還誓約書記載事項訂正届（成年者用）」を記入し、本採用に必要な
他の書類と一緒に提出してください

※「返還誓約書」の訂正ができていても、
「訂正届」を一緒に提出しないと不備です！

※「訂正届」の訂正はできません！！！
書き間違えた場合は「新しい訂正届」を特設窓口に取りに来るか、
ご自身で大学公式WebサイトからA4サイズで印刷してください

奨学 二郎
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奨学 一郎

東京都江東区青海2-1-1

※連帯保証人・保証人の方は「印鑑登録証明書」と同じ内容で
正しく記入してください

（印鑑登録証明書の都道府県等が省略されている場合は、
省略せず記入してください）

次のページへ続く➡



訂正時のルール③

どの人物の訂正をした
場合も赤枠は記入必須

※本人に訂正がない場合
は、赤枠内と訂正が
必要な人物の欄のみ
記入してください

【共通】
「学生本人」の訂正を
した場合は青枠内を
全て記入してください

※訂正した人物の欄のみ記入してください

【人的保証】
「連帯保証人」の訂正を
した場合は緑枠内を
全て記入してください

【人的保証】
「保証人」の訂正を
した場合は黄枠内を
全て記入してください

【機関保証】
「連絡先」の訂正を
した場合は紫枠内を
全て記入してください

※「訂正届」は訂正できないので新しい用紙に書き直しが必要です！！！

【注意事項】
※ボールペンで
記入してください

※「訂正届」の記入は
すべて学生本人でも
問題ありません

※訂正箇所以外もすべてもれなく記入

※訂正箇所以外もすべてもれなく記入

※訂正箇所以外もすべてもれなく記入

返還誓約書に印字された日付



各保証制度の返還誓約書の書き方

目次

①【機関保証】-1・2

②【人的保証】

③【人的保証（保証人が4親等以外の場合）】-1・2

ご自身が選んだ保証制度と
同じ画面のみ確認してください



①【機関保証】返還誓約書の書き方-1 ※それぞれの欄は各自で署名してください

奨学 太郎

①青枠内の記載内容が
正しいか確認をし
学生本人が丁寧に署名する
丁寧に署名できていない
場合は書き直しです

学生本人

②どちらかにチェック☑して
ください

【月賦返還】
└毎月同じ額を返還

【併用返還】
└毎月の返還額を少なく

する代わりに、
1月・7月に多く返還

※後から変更できません

※「第一種奨学金」で
「所得連動返還方法」を
選んだ方は「月賦返還」のみ
チェック☑することができます

奨学 次郎

③紫枠内の記載内容が
正しいか確認をし
本人以外の連絡先本人が
丁寧に署名する
丁寧に署名できていない
場合は書き直しです

本人以外の
連絡先

※2枚目は【本人控え】ですので、提出しないでください
※一種・二種両方採用の方は、すべての手続きが2部必要です

書き方についてはP4～5
訂正方法についてはP11～12を
あわせて確認してください

添付書類が記載されていますので
必ず確認し、提出してください



①【機関保証】返還誓約書の書き方-2

★学生本人の方がすべて記入して
ください

学生本人

返還誓約書に印字された日付

※2枚目は【申込者控】ですので、
提出しないでください

※一種・二種両方採用の方は2部
必要です

一種・二種両方採用の方は、
それぞれの奨学生番号を
1部ずつ記入し提出してください

返還誓約書に印字された日付

書き方についてはP9を

あわせて確認してください

【記入間違いをした場合】
訂正箇所をすべて二重線で消し、
（一部訂正禁止）
訂正してください
※訂正届は必要ありません



②【人的保証】返還誓約書の書き方

奨学 太郎

奨学 一郎

機構 明子②どちらかにチェック☑して
ください

【月賦返還】
└毎月同じ額を返還

【併用返還】
└毎月の返還額を少なく

する代わりに、
1月・7月に多く返還

※後から変更できません

③緑枠内の記載内容が正しいか
確認をし、連帯保証人本人が
丁寧に署名・押印する
丁寧に署名・押印できて
いない場合は訂正が必要です

※それぞれの欄は各自で署名してください

添付書類が記載されていますので
必ず確認し、提出してください

※2枚目は【本人控え】ですので、提出しないでください
※一種・二種両方採用の方は、すべての手続きが2部必要です

④黄枠内の記載内容が正しいか
確認をし、保証人本人が
丁寧に署名・押印する
丁寧に署名・押印できて
いない場合は訂正が必要です

※原本

※原本

収入証明

※コピー可

①青枠内の記載内容が
正しいか確認をし
学生本人が丁寧に署名する
丁寧に署名できていない
場合は書き直しです

学生本人

連帯保証人

保証人

書き方についてはP6～7・連帯保証人の収入についてはP8
訂正方法についてはP11～12 をあわせて確認してください
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③【人的保証（保証人が4親等以外の場合）】返還誓約書の書き方-1

奨学 太郎

奨学 一郎

機構 明子②どちらかにチェック☑して
ください

【月賦返還】
└毎月同じ額を返還

【併用返還】
└毎月の返還額を少なく

する代わりに、
1月・7月に多く返還

※後から変更できません

③緑枠内の記載内容が正しいか
確認をし、連帯保証人本人が
丁寧に署名・押印する
丁寧に署名・押印できて
いない場合は訂正が必要です

※それぞれの欄は各自で署名してください

添付書類が記載されていますので
必ず確認し、提出してください

※2枚目は【本人控え】ですので、提出しないでください
※一種・二種両方採用の方は、すべての手続きが2部必要です

④黄枠内の記載内容が正しいか
確認をし、保証人本人が
丁寧に署名・押印する
丁寧に署名・押印できて
いない場合は訂正が必要です

※原本

※原本

収入証明

※コピー可

①青枠内の記載内容が
正しいか確認をし
学生本人が丁寧に署名する
丁寧に署名できていない
場合は書き直しです

学生本人
連帯保証人

保証人

書き方についてはP6～7・連帯保証人の収入についてはP8
訂正方法についてはP11～12 をあわせて確認してください
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③【人的保証（保証人が4親等以外の場合）】返還誓約書の書き方-2

※一種・二種両方採用の方は、2部必要です
書き方についてはP10を
あわせて確認してください

★保証人の方がすべて記入して
ください

保証人

返還誓約書に印字された日付

「印鑑登録証明書」と同じ
印鑑を丁寧に押印してください

機
構

機
構

【記入間違いをした場合】
訂正箇所をすべて二重線で消し、
（一部訂正禁止）
印鑑登録証明書の印鑑を押印したうえで、
訂正してください
※訂正届は必要ありません

「Ⅰ」「Ⅱ」「Ⅲ」のうち
いずれか1つのみ金額記入し、
右側に書いている「収入の証明
書類」を提出してください


